
1 基本情報

・ 施設を維持管理すること。
・ 施設の利用者の処遇に関すること。
・ 障害者自立支援法第５条第８項に規定する短期入所を行う事業に関すること。
・ その他知事が別に定める業務に関すること。

2 利用状況を把握するための指標 3 平成２７年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

差   　　　　　　  引 11,262

納　　 　付 　　　金 -

施設管理費 19,003

そ   の   他 92,422

・ボランティアの更なる受け入れを図られたい。

・ボランティア担当者を各棟２名配置することにより、ボラン
ティアの受け入れ、調整等がスムーズに取れるようにした。新
規ボランティアの開拓については、短大や大学等実習生に声
を掛け、ホームページ等を通じて募集、呼びかけの強化を
図っている。

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 397,237

利 用 料 金 393,052

2,392
そ   の   他 4,185

Ｈ２７ 2,332

・障がいや行動のみに着目するだけでなく、本人のこ
れまでの生活歴や環境にも留意し、本人が落ち着け
る環境を演出することもこれまで以上に必要であるた
め取組まれたい。

・担当を通じて、家族との連絡を密にするとともに、年度末に
は、家族との懇談のみの面会日を設定し、落ち着ける環境を
演出、提供できるようにした。

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

人   件   費 274,550

構 成 員 　　－

所 在 地 岐阜市下奈良２－１－１

指定期間

Ｈ２５ 2,714
指定管理料 0

Ｈ２６

施 設 概 要 
名     称 岐阜県立はなの木苑

所 在 地 土岐市泉町久尻字滝ヶ洞１５１２－２

支  出  計 385,975

指 定 管 理 者

名     称 社会福祉法人岐阜県福祉事業団

H23.4.1 ～ H28.3.31

平成２７年度指定管理者評価結果票

所     管     課 健康福祉部　障害福祉課

評価対象期間 H27.4.1　～　H28.3.31
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

最終評価 評価の考え方

A
・計画相談等により支援計画の策定を行い、その計画に基づいて利用者個々の特性に応じた支援の
実施に努めている。
・多様な自主事業を実施し、地域の福祉施設として貢献できるよう努めている。
・防犯・防災に関して、さらなる対策の検討が必要。
・地域のニーズに応えている。また、地域との関わりについてさらなる取り組みが求められる。

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

派生的効果 3.4

・地域の在宅の困難事例を受け入れ、入所につなげ、ニーズに応えてい
る。
・施設経営委員会にて、地域の代表、関係機関を加え、施設に対する理
解を進めている。ふる里福祉村等行事を通じて、地域の各団体、機関、
ボランティアとの交流、地域福祉貢献を進めている。

５ 定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.2

・夜間を想定した避難訓練を実施している。
・利用者１人１人に応じた個別支援計画が立てられ、モニタリングを通じ
て丁寧な支援に取り組んでいるように見受けられる。
・23年豪雨時孤立したとの事である。施設から泉町の防災訓練に参加す
るようなことは不可能か。
・危機管理について、さらなる取り組みが必要。

経営状況 3.4
・多様な事業活動を行っており、収入減の中で人件費の増加は事業活動
に見合った結果と認められる。なおかつ、全体の収支も適正に推移して
いる。

管理基準の充足状況 3.6

・個別支援計画の充実させている。施設内だけでなく在宅の支援計画に
も力を入れ、口腔機能の向上に努め、定期的な口腔ケアの実施をしてい
る点は大いに評価できる。
・他の障がい者支援施設に比べ自主事業が充実している。相談支援、移
動支援は特筆すべき事項である。
・研修は日々の支援に反映されており意義がある。

設置目的の充足状況 3.8
・在宅の障がい者の受け入れ数、相談支援事業の件数、東濃圏域岐阜
県発達障がい児療育地域支援活動事業の件数も相当数であることか
ら、努力の跡がうかがえる。
・入所、通所とも100％定員を充足して利用されている。

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見


